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位置 大型しゃこがい 小型しゃこがい 破片のしゃこがい








人 頭 各1個ずつ，立位（32） ・右側に大型破片1，小破片ユ，左
体 ・左右に立位（4ユ） 上方に破片2（32）．
に 胸 （ユ2） ・大型貝の破片（17）
伴 ・寛骨中央部（ユ6）
う 腰 ・左腕上に他の貝と共に載る（52）







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































呪具の分類名 捕獲・封入の呪具 阻止の呪具 返しの呪具
とその効能 死霊を異界に封じ込める 邪気を阻止する 邪気を援ね返す
呪具の細分と I類 1類 “アザカの蹄邪思想” “返しの蹄邪思想”
成立の説明 下欄理由①～③ 下欄理由①～④ のしゃこがいへの応 のしゃこがいへの















しゃこがいが ・海底に上向き開口する 思想”の存在。 想”の存在
呪具に選択さ ・敏感な危険察知能力 ②しゃこがいの口の ②しゃこがいの口の
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一33・34一
　しゃこがいの呪力で最も古いのは“捕獲・封入の呪力”である。これはしゃこがいの生態的特
徴をもとに南島人が産みだした独自の呪具である。使用は墓に限定されており，原義を保った使
用は近世まで認められ，それ以降は派生的使用や伝説として伝えられているにすぎない63。古琉
球期頃みられる幼児を対象としたしゃこがいの使用は，本来の用法から派生したものである。本
来の呪力を“捕獲・封入の呪力I”とし，派生した呪力を“向n”とよんで区別しておこう。沖
縄におけるしゃこがいの呪力は，このようにみると“死軍の捕獲・封入”という基本を変えるこ
となく，三千年問存続したということができる。
　“阻止の呪力≡’と“返しの呪力”ほ古琉球期以降，他の蹄邪思想によってしゃこがいに付加さ
れた呪力である。他思想の読みかえがしゃこがいに集中したのは，この貝が沖縄の伝統的呪具で
あり，かつ人の想像力を引き出しやすい形状だからであろう。“阻止の呪力”はアザカの蹄邪思
想の下で成立し，しゃこがいはアジケーという固有名称を獲得した。“返しの呪力”は中国福建
の民間蹄邪思想が在地化していくなか，一部の庶民レベルで成立した。沖縄本島東部一地域に現
在アジケーの名称と“返し”の習俗だけが伝わっている。“阻止”と“返し”の二つの新しい呪
力によって，しゃこがいの呪力は墓から生活空間にひきずり出されることになり，蹄邪の対象を
死霊から魔物一般に拡大し，しゃこがいは暮らしの呪具となったのである。
　このようなしゃこがいの使用は沖縄諸島には盛んであるが，南島の他の地域ではそれほど一般
的ではない。宮古・八重山諸島には民俗例と考古事例が1例，奄美諸島では考古事例1例が知ら
れるに過ぎない。考古学的な文化の異同とともに，今後注意していきたい問題である。
　しゃこがいについて日頃考えていることをまとめてみた。慣れない民俗資料に手を出している
ので，論に不十分なところや偏りが多々あると思う。諸学のご批判とご教示を仰ぎたい。
　小稿をまとめるにあたり，下記の諸先生に教えをうけた。末筆ながら記して深く感謝申し上げ
ます。
　　新垣義夫，池田栄史，大城秀子，岡野信子，上村俊雄，一呉屋義勝，島袋春美，高宮廣衛，
玉木順彦，津波高志，当真嗣一，名嘉真宜勝，中村　懸，花城潤子，松下孝幸。
　國分直一先生に因んだ本号に拙分を掲載することが叶い，大変光栄に思います。先生の豊かな
学問と超人的な御健康を称え，ますますの御発展をお祈りいたします。
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